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0. はじめに 
モンゴル語1には数多くの接続詞があり、文中の要素を連結し、文の意味を豊かにしたり、
節を連結して複文を形成する上で、文に様々な論理的な意味合いを加える機能がある(cf. 
Önörbayan(2004))。本稿の対象となる bögööd と mörtöö2はともに文中の単語、および節を連
結する機能があり、文中の位置、接続する形式がほぼ似ているので母語話者でも混同して
使う場合がある。そのため、本稿ではこの二つの接続詞の使用条件を考え、それらの意味
用法を記述する。 
まず、bögöödと mörtöö の実例をそれぞれ一つ挙げると以下のとおりである。実例からわ
かるように bögöödと mörtöö の文中での出現環境はほぼ似ている。 
 
(1a) zaxiragč üg büxn-ee tasla-n maš 
 リーダー 言葉 すべて-REF 切る-C.ASS すごく 
 aaǰim bögööd itgeltei xel-ex-ed … 
 ゆっくり BÖGÖÖD 自信有り いう-P.PRS-DAT （省略） 
（リーダーはことばを一つ一つ区切り、すごくゆっくりと自信満々に言うと…）3 
(Č. Lodoidamba : Tunggalag tamir)
4
  
 
(1b) yadaxdaa xed-en xamǰlaga-a č zar-ǰ čad-ax-güi 
 
たかが いくつ-nS 農奴-REF FP 使う-C.SIM できる-P.INF-NEG 
 
arčaagüi mörtlöö xor-toi, munxag amitan … 
 
卑しい MÖRTÖÖ 毒-EXIS 愚か 動物 （省略） 
 （何人かの農奴を使うことすらできない卑しくて悪い、愚かなやつ…） 
(Č. Lodoidamba : Tunggalag tamir) 
 
1. 先行研究での記述、および問題点 
多くの文法書などでは bögöödを文中の同位関係の要素と連結し、並列的な意味合いを示
                                                             
1 本稿ではモンゴル国で使われているハルハ方言を標準音とし、キリル文字を正書法とするモンゴル語を
中心に扱うが、内モンゴルで使われているモンゴル語の資料も参考にする。なお、記述の便宜上、キリル
文字やモンゴル文字の例文をすべてローマ字転写して扱う。 
2 本稿の対象となる mörtöö のキリル文字モンゴル語表記には мөртөө (mörtöö)、мөртлөө (mörtlöö)、 мөртөөн 
(mörtöön) などの表記のゆれがある。本稿では мөртөө（mörtöö）を代表形として用いる。なお、mörtööを
モンゴル文字表記では ᠮᠦᠷᠲᠡᠭᠡᠨと綴り、例文で示す場合mörtegenと転写して用いる。そして本稿の対象 bögööd
はモンゴル文字表記では ᠪᠦᠭᠡᠳと書かれるが、本稿の例文で示す場合 bögedと転写して用いる。 
3 例文を提示する際、（）中の日本語訳はすべて筆者によるものであるが、先行研究の中で英語、日本語あ
るいは中国語に既に訳されている場合はその訳も提示する。その際は（）を付さない。 
4 本稿の例文の出典は【著者：作品名】の形で示す。ただし、新聞コーパスによる実例は【新聞名：整理
番号.txt】の形で示す。 
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すと言う。例えば Čenggeltei (1991)は以下のような例文を挙げ、bögöödを ba5、bolonなどと
同レベルのものとして扱う。 
 
(2) ene ger aγudam böged saraγul-qan. 
 この 家 広い BÖGÖÖD 明るい-WEAK 
 这个房间既宽敞又明亮。（この家は広くて明るい。） 
Čenggeltei (1991 : 466) 
 
 Tserenpil and Kullmann (2005 : 299)では bögöödを等位接続（coordinating conjunction）の範
疇で扱い、付加的な（additive）意味合いを示すと述べている。提示する例文では英語の and
に訳している。以下その例文を挙げる。 
 
(3) minii naiz German-d cur-č bai-gaa bögööd 
 
1P.GEN 友達 ドイツ-DAT 勉強-C.SIM いる-P.PROG BÖGÖÖD 
 
ud-ax-güi ir-ne. 
    
 
遅れ-P.INF-NEG くる-NPST 
    
  My friend studies in Germany and will come soon. 
Tserenpil and Kullmann (2005 : 299) 
 
 そして mörtöö に関しては、逆接を示す接続詞として扱う研究が多い。例えば Čenggeltei 
(1991)では中国語の【却，反而】に相当すると見た上で、以下のような例文を挙げ、中国語
の【还】に訳している。 
 
(4) öber-iyen qočoro-γad ire-gsen mörtegen busud-tu γomoda-n_a. 
 
自分-REF 遅刻-C.ANT くる-P.PAST MÖRTÖÖ 他人-DAT 文句言う-NPST 
 自己来得迟了，还埋怨别人。（自分が遅れてきたくせに他人に文句言う。） 
Čenggeltei (1991 : 471) 
 
 東京外国語大学言語モジュールでも mörtöö を逆接を示す形式として扱い、以下の例文を
提示している。 
 
(5) Begii gitar sain toglo-dog mörtlöö 
 
人名 ギター よい 遊ぶ-P.FRE MÖRTÖÖ 
 
duun-d taaruu. 
   
 
歌-DAT 弱い 
   
 ベギーはギターを上手に弾きますが、歌は下手です。 
http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/mn/gmod/courses/c01/lesson27/step3/explanation/087.html 
                                                             
5 baと bolonに関しては別稿で扱いたい。これらに関する詳細は Čenggeltei (1991 : 466)、Tserenpil and 
Kullmann (2005 : 298-300) などを参考されたい。 
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 以上の先行研究の記述で示したように、bögööd は並列を示し、mörtöö は逆接を示すと理
解できそうであるが、冒頭の (1b) を逆接として説明するには難しい。それは bögööd の付
加的な意味合いを示す機能に似ている。Čenggeltü (2005)はこのような状況に注意を払い、
bögööd と mörtöö の相違点にフォーカスをあてて記述を行っている。そして結論として、
bögööd が文の成分を並列的に、かつ意味的に相補う関係で連結し、さらに心理的にプラス
イメージの評価を示す際により多く使われ、mörtöö が文の成分を逆接的に、あるいは付加
的に連結し、マイナスイメージの評価を示す際により多く使われると述べる。Čenggeltü 
(2005)が述べる心理的にプラスマイナスの評価を示すと言うのは以下のような場合である。 
 
(6a) aγasi bolon ǰang ni eyeldeg 
 
性質 CONJ 性格 FP 親切 
 
böged ǰügelen. 
   
 
BÖGÖÖD 柔らかい 
   
 （性質や性格が親切で、優しい。） 
 
(6b) xüǰügüü ni boγuni mörtegen büdügün. 
 首 FP 短い MÖRTÖÖ 太い 
 （首が短くて太い。） 
Čenggeltü (2005) 
 
 しかしながら数多くの実例を観察してみると、こうした心理評価のプラスマイナスは
(6a)(6b)のように形容詞による文成分を連結した場合によく現れるものではあるが、bögööd
と mörtöö は、上記の先行研究の中でも記述したように必ずしも形容詞による文成分の間で
現れるものではない。また bögööd が逆にマイナス評価を伴う文でも使われることもある。
例えば以下のような例である。 
 
(7) Tüün-ii zali-tai bögööd deerengüi nüden-d «odoo 
 
3P-GEN 狡さ-EXIS BÖGÖÖD 横暴な 目.nS-DAT 今 
 
yuu ge-ǰ galla-dag bol, guuli čini 
 
何 言う-C.SIM 発砲-P.FRE COND 銅 FP 
 
cuxui-x cag bol-son» ge-sen šoolol doromǰlol-ıın 
 
現れ-P.PRS 時間 なる-P.PRF 言う-P.PRF 嘲笑 虐め-GEN 
 
todorxoi tuyaa bagta-n yada-n bai-gaa-g Erdene 
 
はっきり 光 含む-C.ASS 否-C.ASS いる-P.PROG-ACC 人名 
 
xar-ǰee. 
     
 
見る-M.CONS 
    
 （彼の狡くて横暴な目に“今なんといおうか、本性が現れるときになった”と言っている
ような嘲笑と虐めのはっきりした視線が収まらずにいるのがエルデニには見えた。） 
(Č. Lodoidamba : Tunggalag tamir) 
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2. 本稿の考察 
 本稿では現代モンゴル語のコーパス6を用い、bögööd と mörtööの実例を収集し分析を行っ
た。実例から観察されるのは、まず形式上 bögöödと mörtööがともに文中の同位の形容詞を
連結し、文のほかの要素を修飾する節を作り挙げる（cf. (1a) (1b)）か、形容詞述語の単文を
作りあげる（cf. (6a)(6b)）ことが分かる。このような場合、Čenggeltü (2005)で述べられたよ
うに、bögööd がプラス評価を伴う形容詞の連結により多く使われ、mörtöö がマイナス評価
を伴う形容詞を連結する場合に多く使われるように見えるが、事実上そのプラスマイナス
評価的な意味合いは単に形容詞の語彙的な意味から生じるものであり、bögööd と mörtööの
接続機能によるものではないと考えられる。 
次に、bögöödと mörtöö ともに名詞、形容詞、動詞を述語とする単文を他の単文に連結し、
複文を作りあげる。なお、動詞述語文を連結する場合は先行する動詞が形動詞の形を取る。
以下では bögöödと mörtöö の複文での用法を中心に記述する。 
 
2.1 bögööd 
bögööd が複文を作りあげる際、主に複文の前件で述べたことにさらに付け加えることを
複文の後件で述べる際に用いられる。そしてそのうち、前件と後件で述べている事柄が同
一主体の行為、あるいは同一主体の性質について述べているのであれば、前件を後件が補
う関係で bögöödが用いられる。例えば以下の (8)(9)である。 
 
(8) Xorin nas xür-č bai-gaa Čimeg bol 
 
二十 歳 着く-C.SIM いる-P.PROG 人名 FP 
 
ene amidral-d-aa xüsel xanamǰ-tai bögööd emegtei 
 
この 生活-DAT-REF 希望 満足-ADJTL BÖGÖÖD 女 
 
xün-d sain amidra-x öör za ene 
 
人-DAT よい 生活-P.INF 他 INTJ この 
 
xorvoo-d bai-x-güi ge-ǰ bat itge-ǰ yav-dag. 
 
世-DAT いる-P.INF-NEG 言う-C.SIM 堅い 信じる-C.SIM 行く-P.FRE 
（二十歳のチメグさんは自分の生活に満足しており、女の人にとってこれ以上のよい
暮らしはこの世にないと堅く信じている。） 
(Č. Lodoidamba : Tunggalag tamir) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （MAXNのほかの集団は弱くて、それに影響力も小さいのだ。） 
(Ödriin sonin : 20660.txt) 
                                                             
6 本コーパスは筆者自作のコーパスであり、小説、新聞、物語、映画のシナリオなどの内容から構成され
ており、総語数は約 180万語である。 
(9) MAXN-iin busad büleglel sul bögööd nölöö 
 
MAXN-GEN ほか 集団 弱い BÖGÖÖD 影響 
 
bagatai yum. 
   
 
 小さい SFP     
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 そして、前件と後件で述べられている事柄が同一主体の行為、性質についてではない場
合は、前件と後件が対比、並列的な関係で bögööd が用いられる。例えば以下の例(10)であ
る。 
 
(10) Gurav xonog-iin daraa Cecgee baayuu ruu-gaa 
 
三 泊-GEN 次 人名 かま DIR-REF 
 
buc-san bögööd Dolgor yav-ax beltgel xii-lee. 
 
戻る-P.PRF BÖGÖÖD 人名 行く-P.INF 準備 する-M.REAL 
 （三泊のあと、セセグはかまへ戻り、ドルゴルは出発する準備をした。） 
(Č. Lodoidamba : Tunggalag tamir) 
 
 さらに、bögööd は複文における前件と後件の事柄を単に時間軸上に展開する場合にも使
われる。このような場合、bögööd は単に連用中止的な機能をしているだけで、文の前後関
係に特別な意味合いを加えない。例えば以下のような場合である。 
 
(11) ted ter šön-iig yer-iin baidl-aar amgalan 
 
3P.PL その 夜-ACC 一般-GEN 状態-INS 安心 
 
taivan av-san bögööd margaaš ni neleed 
 
平和 取る-P.PRF BÖGÖÖD 明日 FP かなり 
 
oroi bos-ov. 
    
 
遅い 起きる-PRF 
    
（彼らはその夜をいつもどおりとても平安に過ごし、次の日はかなり遅く起きた。） 
(D. Namdag : Cag töriin üimeen) 
 
 以上の考察より分かるように、bögööd は意味の面ではかなり中立的に複文の前件に後件
を付け加えるものであると言える。そのため、複文の前件と後件の間の接続関係において、
心理的な評価の有無にかかわらず bögöödが用いられるのである。 
 
2.2 mörtöö 
mörtöö は複文の前件で述べたことに後件でさらに何らかの関連する事柄を付け加えると
いう点では bögöödに似ていると言える。しかしながら、bögöödと比べて最も異なる点とし
て、後件で付け加えることが前件から予測される結果に反するものであるという点が特徴
的である。つまり、mörtöö によって作り上げられた複文では、前件で述べた事柄の一般常
識による自然な展開とは異なる結果が後件に述べられる。例えば以下の(12)(13)のとおりで
ある。 
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(12) Döngöǰ 17, 18-tai oxid mörtlöö 25, 
 
ようやく 十七 十八-EXIS 女の子.PL MÖRTÖÖ 二十五 
 
26-tai yum šig xara-gd-dag. 
  
 
二十六-EXIS SFP ように 見る-PASS-FRE 
  
（たった十七、八歳なのによく二十五、六歳のように見える。） 
(Ödriin sonin : 17673.txt) 
 
(13) usan-d sürxii mörtlöö, gazar deer yav-ax 
 
水.nS-DAT 強い MÖRTÖÖ 地面 上 歩く-P.INF 
 
ni tun bolxi ... 
  
 
FP とても 鈍い （省略） 
  
（水に強いのに陸を歩くととても鈍い…） 
(B. Renčin :Zaan zaluudai roman) 
 
 そのため、mörtöö によって連結される文は基本的に二つのパターンがある。前件で肯定
的な評価をし後件では前件に対する否定的な予測はずれの結果を述べるパターンと、前件
で否定的な評価をした上で後件で肯定的な予測はずれの結果を述べるパターンである。そ
れぞれ以下のような場合である。 
 
(14) Cerenčimed nas-tai tomoo-toi xün mörtlöö üye 
 
人名 年-EXIS きちんとする-EXIS 人 MÖRTÖÖ 時 
 
üye inge-ǰ bari-n tavi-n barimt  
 
時 こうする-C.SIM 取る-C.ASS 置く-C.ASS 証明書  
 
gar-ga-n degsdüül-deg … 
   
 
出る-TR-C.ASS 嘘つく-P.FRE （省略） 
   
 （ツェレンチメドさんは年寄りできちんとしている人なのに、ときどきこうして証明
書を出したりしてうそを付く…） 
(D. Namdag : Xögšin čono uilsan ni) 
 
(15) xii-x aǰil-güi mörtöö aǰil-güi ge-ǰ xün-d 
 
する-P.INF 仕事-NEG MÖRTÖÖ 仕事-NEG 言う-C.SIM 人-DAT 
 
ad üz-egd-ex-güi 
    
 
悪い 見る-PASS-P.INF-NEG 
    
 （する仕事はないが、仕事がないと人に軽蔑されない。） 
(X. Zandraabaidii : Cag busiin xuvilgaad) 
 
 (14)で示したように、mörtööによって作られる複文は後件で予測はずれの結果を述べるた
め、前件が肯定的な評価をし、後件で否定的な評価をする場合、一般的に話し手の非難、
遺憾、不満などの気持ちが付きまとう。そのため、Čenggeltü (2005)で mörtöö がマイナス評
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価の心理を伴う場合に使われるということは、このような予測外れの結果が述べられるか
らこそ生じる心理の一部だと考えるほうが理屈に合う。しかし(15)で示したように、前件が
否定的な評価の場合、逆に意外、称賛などの気持ちが伴われる。次の例(16)は称賛の気持ち
が伴われる例だと言える。 
 
 (16) neg č uurla-ǰ zagna-x-güi mörtöö med-ex-güi 
 
一 FP 怒る-C.SIM 叱る-P.INF.NEG MÖRTÖÖ 知る-P.INF-NEG 
 
yum-ııg mini zaa-gaad ög-dög yum. 
 
 
もの-ACC POSS 教える-C.ANT くれる-P.FRE SFP 
 
 （一度も怒ったり、叱ったりしないし、逆に知らないことをよく教えてくれるのだ。） 
(Š. Gaadamba : Bagiin yavdal) 
 
そして、mörtöö は必ず前件後件が肯定否定、あるいは否定肯定と言ったようにバランス
よく使われるものではない。また第三のパターンとして前件に否定的な評価を述べ、後件
でさらに否定的な評価を付け加える場合もある。例えば以下の場合である。 
 
(17) Zarim ni yuu č ög-öx-güi mörtlöö 
 
一部 FP 何 FP くれる-P.INF-NEG MÖRTÖÖ 
 
sonirxo-n xar-ǰ zogso-no. 
   
 
面白がる-C.ASS 見る-C.SIM 立つ-NPST 
   
 （一部の人は何もくれない上に、面白がって立ち見している。） 
(Č. Lodoidamba : Tunggalag tamir) 
 
  (17)は前件後件ともに否定的な評価を述べているが、これも文全体が予測はずれの結果を
述べている特殊なケースであるとみることができる。つまり、文中に述べていないが、こ
の文の前提として「人々はきっと何かをくれるだろうと考えた」ことであり、これが結果
としてそうではなく、「一部の人が何もくれない上で、さらに軽蔑して面白がって見るだけ」
との予測はずれの結果になったことを述べている。そのため、この場合の mörtöö も実際の
ところ上記の二つの基本パターンの延長線上にあると考えられる。 
 
3. まとめ 
以上本稿では現代モンゴル語の接続詞 bögöödと mörtööの使われる条件を考察し、それら
の意味用法、相違点を述べた。結果として、bögööd と mörtööが双方ともに文の前件で述べ
た事柄に、文の後件で更なる関連事項を付け加える機能があるが、bögööd は事柄の自然な
展開をかなり中立的な関係で連結するのが特徴的である。そして mörtöö は文の後件で述べ
る事柄が、前件の事柄の自然な展開、あるいは一般常識、論理によるべき結果ではなく、
予測はずれの結果を述べる際に用いられるのが特徴的である。そのため、mörtöö による文
は予測はずれの結果が述べられることによって一般に不満、遺憾、非難、そして称賛など
話者の評価的な気持ちが付きまとう。 
しかしながら、mörtöö が前件後件ともに肯定的な評価をする際に使われる、いわゆる用
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法の乱れだと見られる例が少数ではあるが存在する。例えば以下の例(18)である。 
 
(18) čamaig uxaan-tai mörtöö saixan xüüxen ge-ǰ 
 
2P.ACC 知恵-EXIS MÖRTÖÖ きれい 女の子 言う-C.SIM 
 
ünen xel-ǰ bai-gaa yum šüü. 
 
 
本当に 言う-C.SIM いる-P.PROG SFP SFP 
 
 （君を賢くて綺麗な女の子だと本当に言っているのよ。） 
(S. Erdene : Tömör čuluun xoyor) 
 
そのため、今後はより多くの実例を分析し、mörtöö の用法の範囲や変化などをより詳し
く記述する必要がある。さらに、bögööd、mörtööと ba、bolonなどのその他の接続詞との関
係を記述し、現代モンゴル語接続詞の体系全体を明らかにする必要がある。 
略号一覧 
1P  first person 
2P  second person 
3P  third person 
ACC  accusative 
ADJTL adjectival 
ANT  anterior 
ASS  associative 
C   converb 
CONS  consequence 
COND  condition 
CONJ  conjunction 
DAT  dative 
DIR  direction 
EXIS  existence 
FP  focus particle 
FRE  frequency 
GEN  genitive 
INF  infinitive 
INS  instrumental 
INTJ  interjection 
M   mood 
NEG  negative 
NPST  non past 
nS  n stem 
P   participle 
PASS  passive 
PAST  past 
PL  plural 
POSS  possessive 
PRF  perfective 
PROG  progressive 
PRS  present 
REAL  reality 
REF  reflexive 
SFP  sentence final particle 
SIM  simultaneously 
WEAK weakness 
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A Study of the conjunctions “bögööd” and “mörtöö” in Mongolian 
 
Jingang 
keywords: Mongolian, conjunction, corpus 
 
    This article aims to describe the meanings, usage, and differences between the 
conjunctions “bögööd” and “mörtöö” in Mongolian. Both conjunctions lead to second 
sentences which contain related items from the first sentence. The feature of “bögööd” 
is to connect two sentences naturally or neutrally. On the other hand, the feature of 
“mörtöö” is neither natural nor neutral, but expresses an event the speaker does not 
expect. 
 
 
 
